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読者からの便り

宝 物

わた しはホ ンジュラスのテグ シガ ルパ

伝 道部 で働 く宣 教 師 です 。 ある 日，病

気 の 同僚 の 世話 を して いた とき，1988

年 か ら1998年 まで の『リアホナ』(スペイ

ン語 版)が 詰 まった 箱 を見 つ け ました。

わた しは宝 を見 つ けたのです。

同僚 が 病 気 か ら快 復 す る までの 間 ，

わ た しは機 関誌 を読 み ， エ ズ ラ ・タフ

ト・ベ ンソ ン大管 長 ， ハ ワー ド・W・ハ ン

ター大管 長 ， そ して現 在 の預 言 者 であ

るゴー ドン・B・ヒンクレー大 管長 の教 え

につ いて多 くの ことを学 びました。 この

ような知識 の宝 を見 つけた ことに とても

感 謝 しました。

この 経 験 はわた しが 伝 道 す る うえで

.助け となってい ます 。 『リアホナ』をだれ

か と分 か ち合 う度 に ，光 と知 識 と偉 大

な宝 を彼 らの手 に もたらしてい ると感 じ

ます。 この力 強 い宝 はわ たしも含 めて ，

多 くの人 の人生 を変 えました。

ホンジュラス ヴニグシガルパ伝道部 、

ヴェロニカ ・ソリス ・ヴェラスケス姉妹

ほ か の 人 の 経 験 に よ って 高 め られ る

わた しは落 ち込 むと，『リアホナ』(スペ

イ ン語 版)に 引 き寄 せ られ るように感 じ

ます。 そして，『リアホナ』の 中で わた し

と同 じような試練 を経 験 した人 や ，福

音 に従 った 生活 を送 ったお か げ です ば

らしい祝福 を経 験 した教 会 員 の話 を読

む度 に，いつ も心 が高揚 します 。

わた しは1993年 に改宗 しました。家

族 で 唯 一の 教 会 員 です 。 メキ シコにあ

るわた しの 小 さな故 郷 に， 宣 教 師 が 送

られ る 日が い つか 訪 れ るの を待 ち焦 が

れ てい ます。 そ して， その 日が 来た ら，・

家 族が わた しと同 じように福 音 を受 け入

れ て くれ るよう願 っています。 わた しは

末 日聖徒 イエ ス ・キリス ト教 会 を愛 して
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います 。神 が 生 きてお られ ることを知 っ

てい ます 。 なぜ な ら， 自分 の人 生 に神

の愛 と憐 れみを見い だ したか らで す。

アイダホ州リグビーステーク，

リグビー第9ワ ー ド，ルーベ ン・ゴメス

じ

多 くの 方 法 で 与 え られ る 霊 感

『リアホナ 』(英語版)に 採 り上 げ られ

る， 日々の 生 活 に即 した テー マや霊 感

に満 ちた記 事す べ てに感 謝 して います 。

わ た しは時 間 が あれ ば 『リアホナ 』を読

み ，友 人 にもそ うす る ように勧 め ていま

す。 この機 関誌 はわたしに とって，様 々

な 意 味 で霊 感 の 源 とな って い ます 。 わ

た しを慰 め， 生 まれ 変 わ らせ ， 鼓舞 し，

救 い主 にさらに近 づ けるように助 け てく

れ ます。

フィリピン ・マスバテ地方部 ，

マスバテ支 部，ジ ョセフィン・バ リス

結 婚 生 活 と家 族 に 関 す る記 事 を

募 集 して い ます

お 互 い の 関 係 を 強 め る た め に ，皆 さ ん

は こ 家族 とど んな ことを してい ま すか 。 ど

ん な 活 動 を した とき に ，お 互 い の 関係 が ，

そ して 主 と の 関 係 が よ り密 接 な も の と な

りま した か 。 『リア ホ ナ 』で は ，結 婚 生 活

な らび に家 族 関 係 を 強 め る こ と を テ ー マ

にア イデ ア ， 物 語 ， 経 験 ，証 を 募 集 して

い ま す 。 で き れ ば ， こ家 族 の 写 真 を 添 え

て 住 所 ，氏 名 ，電 話 番 号 ，所 属 の ス テ ー

ク/地 方 部 ，ワ ー ド/支 部 名 を 明 記 の う

え ，下 記 の あ て 先 ま で お 送 り くだ さ い 。

氏 名 に 関 して は ，記 事 に 登 場 す る全 員 の

お名 前 を お 書 き くだ さい 。

StrengtheningFam『lles，Interna-

tlonaiMagazlne，50EastNorth

TempIeStreet，Floor25，SaltLake

Clty， ∪丁84150-3223，USA

E一 メ ー ル 送 信 す る 場 合 の ア ドレ ス は ，

CUR一Llahona-IMag@Idsohurch.org

で す 。
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ださい。

神の御子は皆 さんにとって最も偉大な模範です。わたし

は，皆 さん一人一人が御子を友としてくださるよ源 って

います。また1主 の道を歩む努力をして だ

ています。一 し，魍

"・を'てO章 ・の 々 こ1べ く

ださるよう願っていますq.

主は，世界のあらゆるものの中で，すばらしさに関して

最も偉大な模範を示してくださっています。主は，最も質

素な環境の下でこの世に生まれてくることをへ りくだって

受け入れられました。そして，大工のヨセフの息子として

成長 し，誘惑の山では悪魔と戦われました。主は，世の

人々に教 えるために，輝きと華麗さと壮麗さとを携えてこ

の世においでになりました。業を進められた期間は短 くと

も，それまでこの地上に生を受けたどの人よりも多くの真

理 と希望，慈悲と愛とをもたらしてくださったのです。主

はカルバ リの丘の上でわたしたち一人一人のためにその命

をささげられました。そして，3日 後に「眠っている者の初

穂 として」(1コリント15：20)よみがえられ，全人類 に復活

の約束をもたらし，そして主の教 えに従順に歩 もうとする

者たちすべてに，昇栄の希望をもたらしてくださったので

す。'主は義の大いなる模範であり，地上 に生を受 けた者

の中で，唯一の完全な御方でした。主の示 された模範こ

そ，わたしたちがすばらしい生き方を永遠に求めて歩んで

行くときに，わたしたち一人一人の生活の指針 となる，実

に優 れた模範だったのです。

預言者モロナイは次のように宣言 しています。 「神 は，

御子を送ることによってもっとすばらしい方法を備えられ

た。」(エテル12：11)皆 さんにはその信仰の証拠があります・

皆さんにはその信仰の証があります。皆 さんにその信仰の

模範があ渇のです。皆こぞって，もう少 し高い所に立ち，

もう少 し高き道を目指し，もう少し良い人間になろうでは

ありませんか。もう一段，努力を積み重ねてください。そ

うすれば，今より幸福 になることができます。そうすれば，

心の中に新しい満足感を覚え，新 しい喜びを味わうことに

なるでしょう。 、 ，

イエスはこう言われました。 「それだから，あなたがた

の天の父が完全であられるように，あなたがたも完全な者

となりなさい。」(マタイ5：48)こ れは，いわばすばらしさの

極致とも言える偉大な模範です。わたしたち一人一人が，

その方向を目指して，豊かですばらしい生活を送ることが

できますように。わたしたちは一朝一夕で完全な者となる

わけではありません。また，生涯かけても，その目標に到

達できるわけではありません。しかし，わたしたちはその

努力を続けることはできます。この生涯で前進を続けてい

くとき，まずだれの 目にも明らかなわたしたちの弱点の把

握から始めて，それを少しずつ強さに変えていこうではあ

りませんか。

「神 に頼 って生きるようにしなさい。」(アルマ37：47)神 ¢)

前にひざまずいて，祈り求めてください。神は必ず皆 さん

を助けてくださいます。皆さんを祝福 し，慰め，支えてく

ださいます。そこには進歩があります。成長があります。

・発達があります。そして，幸福がはるかに増 し加えられる

のです。

もし過去に何か過ちがあったとしても，あるいは罪を犯

したことがあったとしても，あるいはまた，怠惰 だったこ

とがあるとしても贈 ずやそれを克服することができるの

です。

皆さんに与えられている機会は実にすばらしいもので，

期待 されている富や世俗の成功をはるかにしの ぐもので

す。ただし，そうした機会の重要性 は，多少 目立たない

ところにあるのかもしれません。例えば，人を励まし，強

めること，苦しみを和 らげてあげること，世界を少しでも

良い場所にするために援助すること，世界中にある苦痛に

うめく人々の病棟 を歩くとき，フローレンス・ナイチンゲー

ルの点 じた灯火を掲げ，持ち歩 くこと，などがそれだから

です。

造り主については，「よい働きをしなが ら……巡回されま

した」(使徒10：38)と 書かれています。その過程で，造り

主は完全な者となる至高の模範を示されたのでした。

わたしたちが主の求められた完全な者 となる道を，希望

と信仰 と「キリストの純粋な愛」である(モロナイ7147)慈

愛とをもって歩むとき，主がわたしたち一人一人を祝福し

てくださいますよう，心から祈っています。□

ホ ー ムテ ィー チ ャーヘ の 提 案

Lわ たしたちは神の家族の一員であり，すばらしい存

在になることのできる，実に豊かな可能性を持っています。

2.わ たしたちは， もう少 し努力 をし，もう少 し自己訓

練 をし，そして，より気高いすばらしい生き方を求めて歩

むよう，求められています。

3.フ ゴーレンス・ナイチンゲールは，.すばらしい生き方

を求める人の模範 となりました。

4.わ たしたち一人一人にとって，今 は大いなる決断の

時代です。霊的にも精神的にも肉体的にも高いレベルを目

指して立ち上が りましょう。

5。すばらしい生き方をしようとするわたしたちの最も偉

大な模範は，神の御子の中に見いだすことができます。

6.わ たしたちが 自分を高めようと努力するときには，

神の前にひざまずいて，祈 り求めましょう。そうすれば，

神は必ずわたしたちを助け，支えてくださいます。
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戒 め を守 る者 の祝 福 され た幸 福 な状 態

について も考 えてほ し》心。』」

ヒュー ス トンの強 さは，・救 い主 につ い

て学 び，深 く考 えるところから来 ていま

す。彼 はこう説 明 してい ます 。 「宣 教 師

として， 自分 はキ リス トに仕 えるためだ

けで な く， キリス トの模 範 に従 うために

召 され たの だ と考 え る ように してい ま・

す。 困難 に遭 った ときはいつで も， イエ

ス ・キ リス トも多 くの 困難 に遭 い なが ら

そ れ を克 服 され たことを思 い 出 します。

わた しの強 さと決 意1よ， 主 か ら来 てい

ます 。だか らこそ 主の ように， わた しも

困難 を乗 り越 えられ るのです。」

従順と熱心な働きから祝福を受ける

この 二 人の 若者 は，・伝 道 に出 る前 か

ら， 従 順 の重 要 さにつ い て理 解 して い

ました。 特 に， 伝 道 部 の規 則 に対 す る

従順 です 。 ヒュース トンは こう説 明 して

い ます。 「規 則 に従 うのは ，神 の戒 めを

守 るの と同 じで あ ると思 って い ました。

伝 道 を始 め た とき， 自分 が 達 成 したい

ことに対 す る明確 なビ ジョンを持 ってい

ました。 成 功 す るた め にわ た しの力 で

で きるす べ ての ことを しようと思 い まし

た。 また，正 しいことを選ぶ 強 さを求め

て， 度 々断 食 して祈 りました。 伝 道 を

始 めてす ぐ熱心 に働 く決心 を しました。」

レイモ ン ドはこう続 けます。「伝 道 を始
　

めてす ぐ，『熱心 な働 きは知性 に勝 〔る〕』

こ≧を知 りました。(ジ ェームズ・E・ファ

ウス ト「伝 道 に出る前 に息 子 に知 ってほ

しい こと」 『聖徒 の道 』1996年7月 号 ，

48)ま た，モ ルモ ン書 の研 究 を集 中 して

行 うことで ， 自分 を霊 的 に高 めようとし

ました。 わた しは伝 道 に出た 当初 か ら，

伝 道 部 の規 則 に従 うとともに， 聖 文 の

研 究 と能 力 の限 りを尽 くして働 くことで

自らを備 えようと決意 していました。」

困難 を乗 り越 え て成 長す る

彼 らは，伝 道 地 に着 くとす ぐにこれ ら

す べ て の準 備 を活 用 し始 め ました 。 と

はい え， 彼 らの準 備 は， 困 難 に よる苦

しみか ら守 って くれ るもので はあ りませ

ん で した。 む しろ， 伝 道 を続 け て い く

強 さを与 えて くれ ました。

ヒュース トンは，1994年4月 にナイジ

ェ リア ・ラゴス伝 道 部 に赴 任 しま した 。

彼 の最 初 の伝 道 地 で あるアゲ ゲ は，非

常 に広 い地 域 で した。 いちば ん近 い 支

部 はオグバにあ りましたが ， アゲ ゲか ら

4キ ロも離 れて いました。二 つ の町 の距

離 が離 れ てい たの で， 求 道者 が バ プテ

スマ を受 ける前 に必 要 とされる，教 会の

集 会 に幾 つ も出席す るの は困難 で した。

ヒュース トンとその 同僚 は，4か 月近 く

も絶 えず熱心 に働 きましたが，バ プテス

マ は一つ もあ りませ んで した。 しか しさ

らに努 力 を重 ね た結 果 ，5人 家 族 を見

つ け，バ プテスマに向 けて備 えました。

「あ る土 曜 日の牛後 ，わた しと同僚 は，

最 初 の 改 宗 者 のバ プ テスマ を見 届 ける

た め に車 に 乗 ろ うとして待 って い ま し

た。」ヒュース トンは こう回想 します 。「す

ると伝 道部 長 補 佐 の長 老 が 車 を運転 し

て来 て， わた しが 転任 す ることになった

と知 らせ ました。す ぐに別 の長 老が わた

しの後 任 とな り， わた しはベニ ン市へ 向

か い ま した。 当初 わ た しは， 初 め ての

改 宗者 のバ プテスマを見 ることが で きな

いので， 非常 に悲 しくな りました。 しか

しや が て， い ちば ん大 切 な のは彼 らの

改 宗で あることに気 づ きました。」

このベ ニ ン・シテ ィース テー クにヒュ

ース トンが転 任 になって ， レイモ ン ドと

会 うこ とにな ります 。 レイモ ンドは， ラ

ゴスで 宣教 師 として の訓 練 を受 け， そ

こか ら直 接 ベ ニ ンに到 着 した の で す 。

ヒュース トンの転任 か ら数 日後 の ことで

リアホナ/1999年9月 号

12

した。 こ うして ヒュー ス トンは レイモ ン

ドの同僚 とな り， レイモ ン ドが赴 任 して

来 た最 初 の 日か らともに伝 道 しました。

そ の 日， レイモ ン ドが レッス ンを教 える

ことへ の恐 れ を打 ち 明ける と，ヒュース

トンはこ う励 ましました。 「長 老 ， 恐 れ

ず にや ってみて ください。 わた しに も同

じ経験 が あ ります 。 わた しにで きたので

す か ら， あな たにもで きます よ。」レイモ

ンドはこの言 葉 を今 も覚 えています 。

レイモ ン ドはその ときの ことを思 い出

して こう話 して くれ ました。 「わた しは，

力 と自信 に満 た され ました。 そ してレッ

ス ンが 終 わった とき， ヒュー ス トンはわ

た しの ひざをたたいて ，『長老 ， よくで き

ましたね 』と言 って くれ ました。 この こ

とが あっ て以 来 ， 彼 を尊 敬 す るように

な りました。 一 緒 に伝 道 し始 めてか ら，

互 いに共 通す る部 分 がた くさんあると感

じ， そ の気 持 ちは どん どん 強 まって い

きました。」

4か 月 後 ， レイモ ン ドは ラゴス に転任

にな り， そこで先輩 同僚 にな りました。

「ラ ゴスに着 い て3か 月過 ぎて もバ プテ

スマ が なか った ので ， わた しは， 先 輩

宣教 師 としての至 らなさを感 じました。」

彼 はこ う言 い ます 。 「わた したち はもう

少 し努 力す る必要 が あ ったの です 。伝

道 部長 に報 告 す る と，伝 道 部 長 は， 求

道者 の ために祈 るように と助 言 して くれ

ました。」

「やが て14人 の求道 者 の うち，7人 が

バ プ テスマ の決 心 を しました」とレイモ

ンドは思 い 出 します。 「バ プテ スマの2

週 間前 に，伝 道 部 長補 佐 の 長老 か ら転

任 の準備 をす るように知 らせ を受 け まし

た。」今 回 ， バ プ テスマ を見 るこ とが で

きな いの は ， レイモ ン ドの方 で した 。

「それ か ら1か 月以 内 に，14人 す べ てが

バ プテスマ を受 け ました。 わた しはバ プ













!.

与 え られ なか ったか らで す。 人づ て に

聞 こえて くる彼 らの言 葉 に， わた しの心

は傷 つ きました。そ して ，わ たしはしば

しば 自分 の 誠 意 が 疑 われ てい る と感 じ

ました。かつ て親 しい 間柄 であったこれ

らの人 々は， ほん とうにわ た しの ことを

理 解 して くれていた のだろ うか ， と考 え

て しまい ました。

離婚 して2年 後， わたしは，前 の夫 の
しんせき

親戚 の一 人 が語 った言 葉 を聞 きました。
ゆる

そ れは ， わた しが 前 の夫 を赦 して いな

い とい う意 味 の言 葉 で した。 その 言 葉

で わたしの心 は また痛 みました。 わた し

は 自分 の汚 名 をす す ぎたい と思 い まし

た 。ど れ ほ ど誤 解 して い るか をその 人

に告 げ たい と思 ったの です 。 そ こで 監

督 に相 談 す ることにしま した， そ して，

大 切 なことに気づ きました。 わ た しと前

の夫 との 間の 事実 関係 や結 婚 生 活 での

わた しの献 身 を， 天 の御 父 もわ た し自

身 も知 って いるとい うことです 。す る と

突 然 ， わた しは心 の安 らぎ を覚 えま し

た。 しようと、思 えば ， その 親 戚 の 人 の

誤解 を正す ことが で きることに も気 づ き

ました。 で も，それ は もう， わた しに と

って大 した ことで はな くな りました。照

罪 のお かげ で ， わた しの傷 つ いた気 持

ちは晴 れ たの です 。 わ た しを批 判 す る

そ の人 や ほか の人 の 言 葉 に も， 苦 しむ
9

必 要が なくなったのです 。

信頼を取り戻す

離婚の調停の日が近づいたとき，わ

たしたちの結婚生活について述べた16

ページに及ぶ手紙が夫から送られてき

ました。反論するようにとの神権者の助

言もあったのですが，わたしは，結婚生

活での問題がわたしの落ち度によるもの

であり}彼 の不貞の原因さえわたしにあ

るという夫 の主 張 を信 じ込 む ようにな り

ました。

わた しは，疑 念 に心 を引 き裂か れ，聖

典 を開 きました。 そ して，救 い主の言 葉

の 中 に希 望 と理 解 を見い だ したの です。

救 い 主 の言 葉 か らすで にどれ ほ どの祝

福 を頂 き， 心 を高め られ たことで しょう

か。 そして，日記 にこう記 しました。「自
れんびん

己憐 欄 ， 自責 の念 ， 自己破 壊 の波 が わ

た しの心 の岸 に打 ち寄 せ ている。 ところ

が，わた しの心 の岸 にはいつ も救 い主が

お られて ， わた しを支 え， 攻 撃 か ら守

り，わた しが価値 のあ る存在 であること

を告 げ， 自分 自身 を信 じるようにわた し
み こえ

に語 りかけて くだ さる。救 い主 の御声 こ

そ ， わた しが 聞 きたい声 ， わた しが 注

意 を払 わなけれ ばならない声 なのだ。」

わた しは 自分 自身 を信 頼 す る心 を再

び 取 り戻 す 機 会 に 恵 まれ ました。 神 権

者 に よる助 言 と祝 福 に よって， 神 聖 な

慰 め を頂 きま しだ 。 救 い主 の 深 い愛 に

よって，強 さと勇気 を取 り戻 したのです 。

思 いや りを持 つ

わた しは 自分 の数 々の経 験 か ら，人 々

の心 を高め られ た救 い 主 に倣 い た い と

思 うようにな りました。 わ た しが離 婚 の

手続 きを始 め た とき，何 人 か か ら，子

どもたち の前 で 決 して 夫 の悪 口 を言 わ

ない ように と助 言 され ました。夫 の 品位

を落 とす ような出来事 が しばしば起 こっ

た ため ， わた しは， この助 言 が 賢 明 で

あ った ことをほ とん ど毎 日の ように感 じ

ました。 わ た しは批 判 を抑 え ，彼 の良

い 点 を強 調 す る力 を頂 け るように， 心

か ら祈 りました。

初め はとて も大変 なことで した。 彼か

ら受 け たわ た しの心 の 傷 は 深 く， また

彼 が重 大 な過 ちを犯 していた か らです。
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しか し， 子供 た ちに父 親 が ほん とうは

どん なにす ば らしい 人 物 なの か を理 解

させ るように努 めた ところ，次 第 に力 が

わい て くるのを覚 えました。 誠実 に， ま

た真 心 か ら夫 を高 める言葉 を使 う度に ，

救 い 主 を身 近 に感 じました。 子 供 た ち

が 父 親 に対 して優 しい気 持 ちを持 つ よ

うに させ ， そう促 す ようにしました。 家

族 の祈 りの中で 夫の ために祈 るよう御霊

に促 され た とき， わた しは思 いや りを も

ってそうす ることが で きました。

彼 が 教 会 員 としての 資格 を完 全 に回

復 され た とき， 一 人 の友 人か ら今 どん

な気 持 ちか ， と尋 ね られ ました。 そ こ

で正 直 にこう答 えました。 「うれ しいわ。

そ れ に， ほ っとした。 天 の御 父 に心 か

ら感 謝 してい るの。」

す ると友 人 は言 い ました。 「そ んな気

持 ちでい られ るなんて普通 じゃない わ。」

で も， 普 通 で は ない とは思 い ませ ん

で した。 確 か にそ う感 じたの で す 。 う

れ しく思い ました。

自分 で はどうしようもない所 か ら受 け

た傷 に苦 しん でい た わた しを， そ の逆

境 は強 くして ぐれ ました。 順罪 につ いて

の理 解 が増 す 中で ，わ た しは ，悔 い改

めて 自分 の性 質 を清 め る必 要 が あるこ

とを知 るように な りました。逆 境 が， ほ

かの 方 法 では得 られな い成 長 の機 会 を

もた らして くれ たのです 。以 前 には気 が

つか ず ， 理 解 もして いな か った， 順 罪

の持 つ様 々な側 面 が分 か るようにな りま

した。 確 か に ， わた しはそ れ まで 多 く

の ことを学 んで きました。 しか し，救 い

主 は御 自分 の蹟 罪 を通 じて ，わ た しの

努 力 と天 の御 父 の完 全 な標 準 との 差 を

埋 めて くださることが ，分 か って きたの

で す。

わ た しは， 救 い 主が 天 の御 父 の御 心



















を理解 して もらうこ とが で きるので す。

わたしたちは赦 しの精神 をもってこの こ

とを行 うべ きです。 使徒 パ ウロも記 した

ように， わ た した ちは「互 に情 深 く， あ

われみ深 い者 とな り，神 が キリス トにあ

ってあなたが た をゆ るして下 さった よう

に， … … 互 にゆ る し合 」うべ きです(エ

ペ ソ4132)。

ゴー ドン ・B・ヒ ンクレー 大 管 長 は ，

こう述 べ ました。 「偽 りの言 葉 ，人種 差

別 的 な発 言 ，憎 悪 の言 葉 ，悪 意 に満 ち

た うわ さ話 ， 意 地 悪 で 陰 湿 な うわ さの

流 布 ， こ うい った行 為 は決 してわ た し

たちの 中 にあって はならない。」(Teach-

ingsofGor(10nB.Hinckley[1997]，

664)わ た した ちは， うわ さ話 を避 け，

うわ さ話 が 始 まった時 点 で 阻止 し， 自

分の ことで だれか にうわ さ話 をされて も

気 に留 め な い ことで ，一ほ か の人 々に模

範 を示 す ことがで きます 。 また， この よ

うな行 為 に よって ，わ た した ちは「心 を

一つ にし
，思 い を一つ 」にす る民 とな り

(モーセ7：18)， 天の御 父 のもとに帰 り，

ともに生活 す るふ さわ しさを備 えた個 人

となることがで きるのです 。

読者 か らの提案

うわ さ話 は口論 や分 裂 の 原 因に な り，

最 終 的 には個人 の背 教 につ なが ります 。

もしわた しの ことで うわさ話 をす る人 が

いた とした ら， 自制 心 や ほか の 人 々 と

調 和 するための 強 さを与 えて くだ さる よ

う祈 ります 。

コー トジボアール ・アビジャンステー ク，

コウーマシワー ド，

グボロガン ・ココウ

ほかの 人 のことを話 す ときに，3つ の

質 問 を 自分 自 身に 問 いか けます 。そ れ

は真 実 か。 そ れ は良 い ことか 。 そ れ は

役 に立 つ こ とか。 ほか の人 が 自分 の前

で うわ さ話 を始 めた ら，話 題を変 えるか ，

うわ さ話 をや め るよう頼み ます。 それか
やりだま

ら槍 玉 に挙 げ られ てい る人 につ い て何

か 肯定 的 なことを言 い ます。

ドイツ・ベルリンステーク，

工一ベルスバルデ支部 ，

日曜学校クラスー同

本 人 に面 と向か って 言 うのが 恥 ず か

しい と思 うような ことな ら， それ らはす

べ て うわさ話 だ と思 い ます。

フィンラン ド・タンペレステーク

ユベスキュレワー ド，

オスカー ・オリッツ

わた した ちをうわ さ話 に巻 き込 もうと

す る人 々のために， わた したちは祈 るこ

とがで きます 。 イエ ス・キリス トは，わた

した ちを不 当 に扱 い，わ たした ちに敵 対

して事 実 と違 うことを話 す 人々のため に

祈 るよう望 んで お られます。 わた したち

が 敵 に対 して愛 と友 情 を示 す よう望 ん

で おられ るの です(マ タイ5：44参 照)。

メキ シコ ・プエ ル ト・エス コンディ ド地方

部 ，ポチュー トラ支部

ロリナ・ベラスケス ・リビヤ

だ れ か につ いて何 か悪 い こ とを話 す

代 わ りに，その人 につい て長所 を5つ 探

す 方が 良 い ということを， わた しは伝 道

部長 か ら学 び ま した。 ほか の人 の持 つ

良 い点 を強 調 す るの は， その 人 につ い

て語 られて い る悪 い点 を帳 消 しにす る

良い方 法の 一つで す。

ブラジル ・クリティバ伝道部 ，

セルソ ・ダニエル ・ムーノス・

、レフファティ長老
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わたしたちは， うわさ話 に耳 を傾 けて

い るうちに， ほ かの 人 を批 判 し，肯 定

的な面 ではな く否 定的 な面 を探 そうとす

るようにな ります。 わた したちはほか の

人 の意 見 を理 解 し ようと努 力 す る必 要

があ ります。 わた したちは 自分 を傷 つけ

る人 々のた め に断 食 し， 祈 り， わ た し

たちの 関心 を伝 える必 要が あ ります 。
クワンジュ

韓国 光 州ステーク ，
プンヒャン

豊 郷 ワー ド，
シムス　ン ミ

沈順美

言 葉 の 持 つ力 を過 小 評 価 しない よう

にす ることです。 天の御 父 の子ど もとし

て ， わた した ちは 自分 の霊 あ るい はほ

か の人 の霊 を不 潔 な言葉 で傷 つけ て は

な りませ ん 。 わ た した ちは ， ワー ドを

「秩 序 の家 」「神 の家 」(教義 と聖 約88：

119)と するため に， うわさ話 が広 が らな

いよう阻止 す るだ けでな く， ワー ドの会

員 に愛 を もって接 するべ きです。

台廻台南ステー ク，

台南第2ワ ー ド，
ス　チェンチン イ

許陳静 儀

わた したちは，うわさ話 をす るときに，

うわ さ話 の対象 となって いる人 をけ なす

ことで ， 自分 を高 め ようとします 。 この

ような行 為 をす るとき， キリス トの 愛 は

わた したちの内にあ りませ ん。

わ た したちは ， ほか の人 が 自分 の う

わさ話 をしてい るの を聞いた ときに，穏

やか な態 度 を持 ち続 け るべ きで す 。 も

し， わたしたちが 感情 の赴 くままに行 動 ，

すれ ば ， 行 動 によって うわ さ話 の真 実

性 が 証 明 され た と主 張 す る口 実 を， う

わさ話 をしてい る人 に提 供 す ることにな

るか らで す。 もし，何 の 反応 も示 さな

けれ ば ， わた した ちのそ の態 度 で ， う

わ さは真 実 では なか った とい うことをほ

かの 人 々 も知 る ことで しょう。 そ して，

心 の内 に平安 を感 じられ るで しょう。

トンガ・ヌクアロファ伝道部 ，

F・タリバカオラ長老

わ た したちは周 囲で起 こることをいつ

で もすべ て コン トロール で きるとは限 り

ませ んが， もしうわ さ話 を避 けることが

で きるな ら， わた したち はもっと幸せ に

な り，ほかの人 を強 め ることがで きます。

わ た した ちが 清 く，徳 高い 言 葉 を 口に

す る ときに， 主 は喜 ば れ ます 。 必 要 な

らば， わ た した ちの沈 黙 が ， うわ さ話

に承 認や 同意 を表 してい る と誤 解 され

な い ように， 反 対 の 気 持 ち を表 現 す る

こともで きます。

ドミニコ共和国サ ント・ドミンゴステーク，

ルペロン第1ワ ー ド，

ルイス ・ラモン・クレト・ムエセス

わた しは絶 対 にほか の人 の秘 密 を明

か した りしないこ と， まただ れかが ほか

の 人 の欠 点 を話 題 に して いて も絶 対 に

耳 を傾 け な い と決 心 しました。 聖 文 を

読 むと，御 霊 の ささや きに敏 感 になるこ

とが で きます 。御 霊が わ たしたちととも

にあ ると，人 を清 め ，啓発 す るような話

し方 や 聞 き方 がで きるようにな ります。

フィリピン ・ガパンステーク，

ガパン第3ワ ー ド，

グレース ・アルミン

自分 の ことにつ いての うわさ話 は忍 耐

した り， 克 服 す るの が大 変 難 しい と思

います 。それ で も，わた したちは教 会員

として ， 自分 が 神 の 目か ら見 て 測 り知

れない ほど大 きな価 値 を持 ってい ること

を知 る うえで役 立つ 不 可 欠 な道 具 を与
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え られてい まず。1それ ぽ祈 の老載 饗 の教

え と聖文 です。わた したちはほかの沢 か

ら 自分 の ことを どう言 わ れた とじて も，

決 して 自分 の 内 に ある光 につ い て思 い

をはせ ることを忘 れてはな りませ ん。

マダガスカル ・アンタナナリボ地方部 ，

アンタナナリボ第2支 部，

マララティアン・N・ランドリアンアリデル

わたし隣義嚢講爽っ鷲まだ日が浅い

ので輔 鱒 撚 鎌 繋 から遠ざか

っでしまう理藤の一つ繹嚢員のうわさ話

が挙げられるという鷺と1に議づきまし

た・熱 輔 溺 灘 欝 駅 も・わ

たしだちは彼厳欝灘轟懸農駆模範となら

なけれ ば なり崖悲 ん。 わた したちは彼 ら

を愛 し続 げ ，引 き続 き強 め てい か なけ

れ ばならな鎗の です 。

フィリピン・リガオ地方部 ，

リボン支部 ，

スゼ ッテ ・サ トゥサティン

だれ かが 自分 の信 望 を台 なしに して

い るとい うこ とを知 るのは とて も蕃 、膨願

ことで す 。 しか し， 真 の 友 人 は わだ し

た ちに味 方 して くれ ることを忘れ ては な

りませ ん。 うわ さを流 す 人韓灘 じては優
たがい

し く語 りか け，「互 に悪 口を書 恥 合 って

は な らない」(ヤコブ の手 紙4：11)と い

う教 えを理 解 で きる よう助 ける ことがで

きます 。

イタ リア・ベニスステー ク，

トレビーゾ支部 ，

エリサベータ・マランゴン

キ リス トは二 一フ ァイ人 に次 の ように

尋 ね られ ました。 「あ なたが た は どの よ

うな人物 であ るべ きか 。 まことに，あ な

たが たに言 う。 わた しの ようで なけ れば

襟 麟 験 。抽 灌訟 霧 羅2望…27)う霧蓬

話 の 犠牲 になっだ とき，ある》蔦はうわ さ

話 を茸 に した とき， こう自問す ることが

で きます。 「イエ ス ・キリス トだ った らど

うされるだ ろう。」もしわ たしたちに御霊

が あれ ば ， イエス ・キ リス トの ように振

る舞 うで しょう。

アルゼンチン ・タンディル地方部 ，

ビラ・アグイー レ支部 ，

ネス トル ・ファビアン・ロドリゲス

ある 日わた しは病 院 の ロ ビーで 一 つ

の引 用句 を読 み ました。 「ある人 につ い

て否 定 的なことを聞 いた ときに， それを

繰 り返 さない こと。真 実 ではないか もし

れ ないか ら。そ してもし後 でその ことが

真 実 だ と分 か った ときに は， 沈 黙 を守

るこ とが気 高い行 為 だ ということを忘 れ

ない ように。」

自分 のことで うわさを広 める人が いた

ら，母 か ら教 わ った言 葉 を思 い出 しま
ぶじょく

す。 「だれ かに侮 辱 された とき， これ 以

上 ない とい う侮 辱 を受 け られ た神 の御

子 イエ ス ・キ リス トの ことを思 い出 しな

さ)・。」

ブラジル 納 シュカベルステーク，

フォス・ド・イグアスワー ド

マ」ティン・アポロ

わた しは「リアホナ 』(ポル トガル語版)

に掲 載 され た賛 美 歌 の歌 詞 を読 んで考

えさせ られ たことが あ ります。 それ は次

の ような歌 詞で した。「人 の過 ちを 責 め
おの

た きときは まず 心 に聞 け 己れ はいか

に。」(「人の過 ちを」『賛 美歌 』147番 ，1997

年5月 号 『聖徒 の道 』18ページに引用)

、うわさ話 に参加 す るときに，わた した

ち は一 時 の無 益 な気 晴 らしと数 々の 祝r

福 を交換 す ることにな ります動
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ヴラジル ・イタヘティニンガ地方部 ，

イタヘティニンガ第2支 部 ，.

アン ドレリ・フェルナンデス ・

リベ イロ・ビアナ

9

「質疑応答」のコーナーでは，下記の

質問に対する皆さんのこ意見をお待ち

しています。締め切りは1999年11月

1日です。あマ先は下甲のとおりですr

QUEST[ONSANDANSWERS，

IntematlonalMaga孝ines，

50EastNorthT】e〔npIeStre色t，

FIoor25，Salt一LakeCity，UT

84150-3223， ∪，S.A，

ま た はEメ ール でCUR一Llahona-

IMag@Idschurch，Orgま で お送 りく

ださい 。

住 所 ，氏 名 ，年 齢 ，1、1所属 ステ嶋 ク/

地 方 部 ，ワー ド/支 部 名 を明記 の うえ ，

日本 語 で こ意 見 をお 寄せ くだ さい 。手

書 き ，ワー プ ロ ，い ず れで も け っこう

です 。手 書 きの 場 合 は ，かい書 で 読み

やす い文 字 で お書 き くだ さい 。で きれ

ば写 真 を 同封 して くだ さ い。 た だ し返

却 は致 しか ね ます の で ，1φらか じめ こ

了承 くだ さい 。 回答 が 私 的な もの で あ

る場 合 ，記 事 の 中で 匿 名 として掲 載 す

るよ う要 請 して い た だ いて も け うこう

です 。類 似 した 答え の場 合 は ，代 表 的

なもの1通 を採用 させ ていた だき ます。

質問 わたしは内向的な人間で，

もっと上手に人づきあいをしていく必

要を感じています。よい友情関係を築

くにはどうしたらいいでしょうか。

、奮















な りませ ん 。古 代 の 人 々が 特 別 な衣 服

を着 用 して い た ことに つい て は聖 文 の

随所 にその記 述 を見 つ けることが で きま

す 。 アダム とエ バ はエ デ ンの 園 を追 放

され る前 に ， 聖 なる衣 を着 せ られ ま し

た。 この ように記 され て います。 「主 な

る神 は 人 とその 妻 とのた め に皮 の着 物

を造 って， 彼 らに着 せ られ た 。」(創世

3：21)
しょくざい ゆる

二 人 は照 罪 と犠 牲 ， 悔 い改 め ，赦 し

につ いて教 えを受 けた ときに この衣 を与

えられ ました(モ ーセ5：5-8参 照)。 末

日聖徒 に与 え られて いる神 殿 の ガ ーメ

ン トも同 じような状 況 の下 であてが われ

ました。 引 き続 き悔 い改 める必 要 が あ

ること，主 の 宮 で交 わ した 聖約 の持 つ

拘 東 力 を尊 重 す る必 要 が ある こと， 約

束 され た祝 福 を受 け るため に 日常 生 活

で徳 を大 切 に し，分 か ち合 う必 要が あ

るこ とを， 着 用 す る人 に思 い 起 こ させ

るためにガーメン トは与 え られ ます。

モ ーセ はアロンとそのほか の人 々に聖

なるガーメ ントと祭 服 を渡 して ，彼 らが

幕屋 で 儀 式 を執行 す るための 準備 をさ

せ るように主 か ら命 じられ ました。 主 は

モーセ にこの ように命 じてお られ ます 。

「イス ラエル の人 々の うち が ら， あな た

の兄 弟 ア ロンとその 子 た ち， … 而 とを

あ なたの もとにこさせ ， …… またあなた

の 兄 弟 ア ロンのた め に聖 なる衣 服 を作
うるわ

って，彼 に栄え と麗 しきをもたせ なけれ

ばな らない。 … … 祭 司 として わた しに

仕 え させ なければ な らない。」(出エ ジプ

ト28：1-3)

旧約 聖 書 の時代 の選 ばれ た指導 者 た

ちが 身 に着 け たア ロンの衣 服 と祭 服 に

関 しては， このほか にも「貴 い衣 」「栄 光
ほま

あ る装 い」「誉 れ ある衣」「栄 えあ る下服 」

「救 いの 衣」などの表 現 が 用 い られ てい

ます。3これ らの言 葉 は特 に幕 屋 また は

神 殿 の儀 式 を執 行 す る人 々が着 用 した

衣 類 を指 していると思 われ ます が ，「〔神〕

の名 に よって 自分 自身 を呼 んで ，… …

聖 徒 〔になろう〕と努 めて いる者 た ち」(教

義 と聖 約125：2)が 日常生 活 で着 用す る

神 聖 な衣 を説 明 す る際 に も用 い られ て

い ます 。神 殿 の 中 だけ で着 用 す る場 合

であ って も， 日常 生 活 で 通常 の 衣服 の

下 に着 用 す る場 合 であ って も， 神 聖 な

ガー メントはそれが 作 られ ている素材 の

価 値 をは るかに超 えた誉 れ と栄 光 ， 貴

い性 質 を持 ってい ます。 「信 仰の 目」(ア

ルマ5：15)に よって見た ときに初 めて神

殿 の ガー メ ントが 持 つ 完 全 な価 値 と美

しさを悟 り， 貴 くまた栄 光 あふれ るもの

で昂 ることに気 がつ くのです。

ブ リガム ・ヤ ング大 学の古 代 聖 典学 名

，、誉諏 授 の ヒュー ・ニブ レーは この ように
1記して います

。 「ガ ーメン トはそ れが 示

してい る ものが 欠 如 して いる とした ら，

本 来 の意 味 を持 ちませ ん 。 … … あな た

が 聖 約 に 誠 を尽 くさず ， 忠 実 で なけ れ

ば，それ は守 りとはな りませ ん。それ は，

あなたが ガーメン トを汚 さない程 度だ け

の意 味 を持 つ に とどまって しまい ます 。

あなたが ガーメ ントを汚 さず ，あなた が

清 く， 聖 約 に誠 を尽 くし，忠 実 であ っ

て初 めて ， ガ ーメ ン トは意 味 を持 つ の

です。」4

神 権 の儀 式 と神 殿 の儀 式が 人 の子 ら

の 問 で執 行 され て いた 時 代 の 預 言 者 ，

そ して義 にか な う聖徒 た ちは必 ず ガー
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メ ン トを着 てい ま した。 近 代 に なって，

教 会 が 地上 に回復 され たとき，預 言 者

ジ ョセ フ・ス ミスは 聖 なる神 殿 に 関連 す

る神 聖 な神 権 の 儀 式 につ いて改 め て啓

示 を受 け ました。 預 言 者 が受 け た啓 示

にはガーメン トに関す る指 示が 含 まれて

い ました。

聖文 にはガ ーメントと衣 に関す る記述

が 数 多 くあ ります 。 エ ノクは この ように

宣 言 しました。 「わた しは天 が 開 くの を

見 て ，栄 光 に包 まれ ました(訳 注 ：英語

では`顔Iwasclotheduponwithglory"

で 「栄 光 をまとう」とい う表 現 が用 い られ

てい る)。」(モー セ7：3)ヤ コブは裁 きの

日につい てこの ように述 べ ています 。「わ

た したちは， 自分 に罪 が あること，汚 れ

てい ること，裸 であ ることにつ いて， す

べ て完 全 な知 識 を得 る。また義 人 は，自

分 の喜 び と 自分 の 義 につ いて完 全 な知

識 を得 ，潔 白を， まことに義の衣 をまと

う。」(2二一フ ァイ9：14)イ ザヤ は喜 び を

表 して この ように言 い ました。 「主が わ
すくい

た しに救 の衣 を着せ ，義 の上 着 をまとわ

せ」られた(イ ザヤ61：10)。 アルマは「今

清 め られ ていて染 みのない ，清 くて白い

衣 を着 て い る… …す べ ての 聖 な る預 言

者 」(アル マ5：24)に つ い て述 べ てい ま

す 。 以上 をは じめ とす る預言 者 た ちは，

人 の 内 の清 さと純 潔 だけ で な く，人 が

まとう染 みの ない衣 につ いて も示 唆 して

い ます 。 染 み の ない衣 とは ，正 しい生

活 と神 への献 身を表 してい ます。

現代の預冒者の教え

神殿のガーメントに結びついている守

りと祝福の約束をあまりに多くの教会員
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